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I（自己成長）を伸ばし We（人や社会と関わる力） 

の世界を広げる学校 
～全ての人が八小と関わって良かったと思える学校を目指して～ 

 
校長 平松 新太郎 

暖かな春の日差しとともに、新年度がスタートしました。いよ 
いよ令和８年度の始まりです。今年度は、新１年生９０名を迎え、 

児童数６３４名での出発です。 

 
 私は、澤﨑彰一校長の後任として着任いたしました平松新太郎 

（ひらまつ しんたろう）です。私は、澤﨑校長の学校経営方針で 

ある『一人一人の笑顔が輝く学校～学校にかかわる全ての人のウェルビーイングを考え行動

に移す～』を引き継ぎ、より深めるために、目指す学校像を次のように考えました。 

 

① I（自己成長）を伸ばしと We（人や社会と関わる力）の世界を広げる学校 
 

私は、一人一人の笑顔が輝くためには、夢の実現に向けて自分自身が成長しているという

実感をもつことが重要だと考えます。それは、生きる力、生活の糧を得る力の獲得など

と言えるかもしれません。そして、これらの力を身に付けるための両輪を、I（自己成長）

と We（人や社会と関わる力）としました。I とは、『自分の中にある能力を知り、それ

を伸ばすこと(自己成長)』を、We とは、『自分の中にある優しさを知り、人とのかかわりを

広げること』（人や社会と関わる力）を意味します。この両輪を伸ばし、広げることが、

一人一人の笑顔に繋がると考えます。 

 

② 全ての人が八小と関わって良かったと思える学校を目指して 
 

ウェルビーイングとは一般的に「Well （よい）」+「ｂeing（状態・あり方）であり、「心

身ともに健康で幸せな感情が持続的である状態」を表します。では、八小に関わる人たちに

とってのウェルビーイングとは何でしょうか。子供、保護者・地域の皆様、そして、私たち

教職員、それぞれの立場によって異なるでしょうし、例えば、子供たち一人一人をみても何

がウェルビーイングかは異なるかもしれません。いずれにせよ、全ての人が八小と関わって

良かったと思える学校にするために、子供も大人もそれぞれの立場で何ができるか、それを

考え共有し実践していく営みの過程が最も重要であると考えます。 

 

そのために、日々の授業があり、学校行事があり、保護者・地域の皆様との関わりがあり

ます。今まで八小に関わってこられた方々が築き上げてきた良き伝統を大切にしながら、更

により良い学校にするため、私は校長として、子供、保護者・地域の皆様、そして、私たち

教職員、それぞれがもっているエネルギーを、更に一つの方向に向けるよう努めます。 

 

 今年度も、教職員一同、力を合わせて教育活動に励みます。保護者・地域の皆様におかれ

ましては、引き続き八小へのご理解とご協力をお願いいたします。 

 


